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日本産 Poria 属の腐朽菌(][ ) 

Kiyowo AORHDIA: Wood-rotting Poria from Japan C H). 

青 品 清 雄特

緒言

前報に引続き 5 H:の木邦産 Poria I，té;の )r~~:朽}況を?j北千号する。 とのr[ 1で Poria lenis , P. 

radula, P. rixosa 及び、 Fuscoρoria Weirii は本邦初産の種類で ， Porza versiρora は今

迄不完全に知られていた種類で、ある。

との記述に御指導・答11鞭珪:を賜わった林業式験場今関六也保設部長及び永升二行ゴミ菌類研究室

長に深甚の謝意を去する。

( 7.) Poria lenis (I♀生 ns'l'.) SACC. , Syl1. Fung. , 6: 313 (1883) 

ROì\[BLL, Ark. f. Bot. , 11: 17 (1911); BAx'rEH , Pap. Mich. Acad. Sci. , Arts, 

Lett., 21: 248 (1936); LOWE, N. Y. S. Col1. Forest., Syracuse Univ. Tech. Pub. , 

65: 39 (1946); CTJNNINGIIAM , Dept. Sci. Ind. Res. , Plant Dis. Div. Bul1., 72: 19 

(1947) 

子実体は 1"1三生， rIî I興状の塊として広〈村I白î!こ拡がる。

柔軟で、脆くない;縁は (1 色又は淡クリーム色， ~;j;腕l巣状て、

不実，狭い trama は純毛'ft ， subiculum と /liJ'ft ，“白控

一黄千色"(Light-buff) 1リう至“ ['1黄校一一葉11;' (0." (Cream 

color) ; subiculum は trama と同色， O.lmm 科!立;缶、=

孔は白色jう王“r'lWJ.'陪一武千色" (Cream color) 乃王μIIJj

控一黄槌色" CPinkish buff)，形状は変化に'日み， i(Jばるか

迷路状;子実M-には異型制11胞は存在しない;胞子は透明，

'P-11f ，来rr円形，大きさ 3~4x 1. 5~2 ，l1 o (第 1 図)

和名・ヒダアナタケ Uír，弥)

第 1 図 Poria lenis (K"ITIST.) 

SACC. の)j包子

Basidiospor巴S of Poria lenis 
(Kλ1:問、.) SACι. 

分布:欧州・北米・カナダ・ュュージーラン r及び、|二I 本(イけ卜/)

資料 山梨県南部f{W/jII，(:;沢村， トウヒ倒イミ九 2- 1X -1951，青島清雄 (F 2971) 

本jJiîは淡クリーム色の了・実体と一柔jjikな質及び、新月 71ヲの胞子に特徴があり p 午、?に胞 T の JI予は

他の Poria }，民菌の毛1改f!lこはイJZ りはられない。

品(来設部菌煩研究室員

1) 色調の7己載は東京営休局編「林業試験基礎調査用標~l~色名 J (1943) に従った。
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材質腐相及び被害状況:本rMは寒地性針葉樹に生じ，村の NJ色朽を惹起し，北米及び、カナグ

では比較的頻度が高いというがp 我国での被害は PIJø:;にするに当らないようである。

( 8) Poria radu!a (PEUS.) COOKE, Grevi lIea, 14: 111 (1886) 

BRESADOLA , Ann. Myco1., 1: 80 (1903) ; RO l\1ELL , Sv. Bot. Tidsk., 20: 16 (1926) ; 

BOTJRD. & GHZ. , Hymen. France, p. 678 (1927); PTI ， Á'I' ・， Bul1. Soc. Myc. France 司

48: 47 (1932); LO\VJ<:, 1. c. , 65: 30 (1946); CU~Nr:NUHAM， 1. c. , 72: 26 (1947) 

Syn. Poriα euρora var. subfimbriata RO:iHELL , Sv. Bot. Tidsk. , 20: 16 (1926) 

ο( 

0(5 

第 2 図 Poria radula (PERS.) COOICE: の褒状体と胞子

子実体は 1 jT"生で，広〈材聞に拡

がる。材から剥離し易(，股~'lt乃至

11!LTf; 縁は淡いクリーム色乃至淡淀

抱色，不実， 0.2~0.3mm 椋度;

trama は膜質， “淡寅一持槌色"

(Pinkish.cinnamon); subiculum 

は trama と同質，同色， )立さ 0.3~

0.5mm 程度;管孔は円形乃至多角

形， 1mm に 5~8 伺存在する。“指

ß1.-f'íf:飽色" (�ange cinnamon) 

乃至“隆一斉潤色"(Wood.brown) , 

Ji_fil は比)[史的蒋い;子実)1"rには襲状休

が多数イfヂEずる。 嚢~[j\休は r[J 12~ 

Basidiospores and cystidia of Poria radula (PERS.) C竹OKE 23 ,Il, J，fさ 100~150 /1 , :.J釘刊はほと

んど子実居に担没しP 去I可に多数の結品を被むる; )J包子は透lリJ， ~円骨p 短十fj円形，大きさ 3~

4x2.5~3.5μ。(5f~ 2 阿)

和名:ハグイロアナグケ(新称)

分布・欧州・北米・=ュージーランド及び、1:'1 本(本州、1)

資料;静岡県田方~t1;伊東市p 広葉樹枯幹(種不詳)， 111--1948，築地録太郎 (F 2969) 

本l1\ìは Poria eupora (KAHS'l'.) COOKE (ユクイロプナグケ〉 とは裂状休のんきさで，

Poria rixosa KAHF'r. (ツガノニクイロアナタケ)とは胞子の大きさで区別 /1\来る。

材質腐布及び被害状況-本苗は広葉樹村の[:'cr色朽を惹起するが，被害の答しい例は未だ知ら.

れていない。:J"l(国でも被害は問題とするに当らない。

(9) Poria rixosa KARS'l'., Revue Mycologique, 3, 9: 19 (1881) 

RO)lELI勺 Ark. f. Bot. H, 3: 13 (1911); BOUI¥D. & GALZ. , Hym. France, p.676 

(1927) ; PILÁ'I', Bul1. Soc. Myc. France, 51 :385 (1935); Low l<:, 1. c. 65: 36 (1946) 

Syn. Polyρorus rixosus KA ll.s'r. , Myc. Fenn. lll , p. 272(1876) 

子実休は 1 11三生叉は多年生， 品11$~4犬の塊として基物下fi'lîに現われ 10cm 程度に拡がる O.
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革質;縁は淡い舵I先j色で不実， 0.5mm 程度で粉毛

状 trama はLp.l"1"， "淡校寅一校槌色" (Vinaceousｭ

cinnamon) 乃至“位1li_ 位抱色"(Orange-cinnamon) ; 

subiculum は trama と同質，同色， 厚さ 0.2~0.3

mm; 管孔は円形乃至多角形， 1mm に 5~9 例存在

する。壁は比較的砕い;子実厨には上向きの裂状休が

多数存在する。裂状休は rfJ 8~15μ，長さ 30~45μ ，

基部はほとんど子英JH'に宅H没しタ去両全体に fJ比*111 なが;

品を被むる;胞子は透明 ， .iF.j北円筒形，大きさ 5~

,6>< 1~2 /'-0 (UB 図)

和名.ツガノニクイロアナタケ(新称)

分布・欧州・北米及び、日本(本州)

資料:山梨県‘市古fl-\î'l lfí l1}.}沢和L コメツガ布Ii倒木j主

部， 30-vm 羽田，青島清雄 (F 2968) 

本種は Poriα euρora (KAH.s~'.) COOKE (ニクイロ

第 3 図 Poria rixosa KA耳目T. の
襲状体と胞子

Basidiospores and cystidium of 
Poria rixosa KKRST. 

アナタケ〉と類似しているがp 針葉樹に生やるとと L 胞子φ形及び襲状休の大きさで医川出来

る。

材質腐布及び被害状況:木苗は針葉樹の枯死材に生じ， 1'=1色朽を起すが，材IT時朽性はあま

り強力で、はないと，13、われる。。欧米i乙於ても被守の著しい例は未だ知られていない。本邦l亡於

ても被害は問題とするに当らない。

(10) Poria versipora (PERS.) RO l\IELI., Sv. Bot. Tidsk., 20: 15 (1926) 

BAXTEn., Pap. ル1ich. Acad. Sci. , Arts, Lett. , 25: 150 (1940); OVEllHOL'l'S, Pa. 

Agr. Exp. Sta. Bull. , 418: 42 (1942); LOWE, 1. c. , 65: 36-37 (1946); CUNNINGHAili, 

1. C. , 72: 29-31 (1947); YASUDA , Bot. Mag. , 31: 362 (1917) 

子実休lま 1 年生， 11止初は小さい島l興状のfjE点として現われ，広〈材或いは樹皮両に拡がる。

生時革fyL 乾燥するとコルク質乃至フェルト Tiで此い;犠は白或いは淡寅柄色， 不実， 0.1~ 

'0.3mm 程度，粉毛状乃王政粉段状， trama はコルクn ， subiculum と同質，同色， subiｭ

culum は繊f佐賀 p 厚さ O.lmm， "II)]寅控荒槌色" (Cream-buff) 乃至“淡桂一荒地色"

(Cinnamon-buff) ;管孔は円形乃至多角形p 歯ゴ子状或いは迷路状等極めて変化に富む，“Ilfj武

持ー茂槌色" (Cinnamon-buff); 子実居には裏状休が存;{r:するが， 個体により変化が多い。

裂状休は rfJ 2.5~3.5μ，長さ 15~30 /'-，先端に結品を被むる。 亦先端の膨れた薄肢のl]ßî糸が

子実11斤から突出する;十I L子J，\;.はな1棒状， 15)(5μ; 胞子は透明， .21三十p}-'類円形乃至楕円形 ， k

きさ 3.5~4.5x2.5><3.5/1o (U~4 図)

和名:アナタケ(安 1 Fi) 
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第 4 図 Poria versiρora (PEHR.) R川[]èLL の

思状体と胞子

分布: I次州、|・北米・カナダ・ニュージ{ラン

ド及び日本 (ιl tì'f，対立・本州・lJJJ国・九州)

資料:ー|ヒ栴泊四Jí0f:tIí:3t初制JllI'ドタ広葉樹1'ii1安，

10-VIII-1948，今関六也 (F 839); r< O松山郡江

三千IIlf ， コナラ 1:~i校， 20-\111-1949, 予f ，1:Jîi，1J雄

(F 2959); I ， ;J 天塩郡l限延村川容別， ミヅナラ

~~~Ii_J~，奇(守イタケ仰木)， 5-1X -1952, 青島清

雄 (F 3125); I,;J r! 1 川郡常盤村育成恨Il:.f， 3-1X 

1952 , 'f!fi，';';i ， !f推 (F 3126) ;東京都日同!~1 1I]司，

コナラ枯』昨(シイタケ如水)， ì1 -1949, 青島

市雄 (F 2955); [， iJ 目黒区， シイノキ;h~I~(1~ ， 15 

-111-1952タ 7k升ニ行犬 (F 2953) ; [， ;J コナラ枯幹Basidiospores and cystidia of Poria versi�ora 
(Pl鍠8.) RmmLJ, 

(シイタケ如水)， \'1-1950 , 青島市pJt (F 29 

57) ;秋川県111利市p ゴナラ Nj'I"t' (シイタケ仙木)， lr. --1952, 河村ij司 (F 2956) ;山形県西

世日脳弘1焔郎づ小、国悶11川川リ川町|りげr， ミ ヅナ ラ j布村枯約元ぜ古印[t切i戸バ1f幹!7[

i扶J共~:í郡!店叩líJ川jパ;-11叩川lAん川川lLげ川l7:11l 中小村、.]"， 広!葉店位樹H仏JH名科仰，r内印I片中叫i日バJl(Ii宇~ 1臼8 一X 一1目95日1 ， ，古庁 J品;芯~i，泊j占日同J1f.珂郎It (伊F 295回8) ;パl川l心司否吾A妥妻''1郡?叩m肌F引仰i'問!別月 7J ， コ ナ ラ 1'， 'j枚 p

V1 -1951 , '(\[，1;凶!j雄 (F 2963) ;栃木県 1-_ IflI 1:"Wlí 1 I r伸子山i\ijWlò ，広葉樹十，'i校， 7-\'11-1948，今関

六也 (F 1277) ;山梨県市制げiMlíl\む沢村，広;提出+，'ì1'主， 28-1 -1949，今関六也 (F 1234); /11] 

0J/~IUi[íilîl~H，ミヅナラ Nìlï'i>:: (シイタケ+ij-木)， 28--N -1948 , il:il水竹JlJj (F 444, F 445) ; 

静川県篠山川上JlWHJ，コナラネi'j!~~~ ， VlII -1949 , 青山市雄 (F 2962 , F 2970); Hm~;I'~rlíÎJ(iff 

11Ir，広架i0:1Nì枚，VJ[← 1948 ， '1ft品泊旅; (F 2960); 1 ，;];占).(:i路島 I lI l lIr， コナラ1=i1ì'昨(シイタケ付ト

木)， 1Il -1950，背品市雄 (F 2961); I"jjll 方'1trííきITH Il Ij"，広葉樹i'，'itk:， 15-X1 --1949，戸J沃 (F

1806) ;愛知県本春日井沢g旭村，コナラネrIÎJ:J~~ (シイタケ如水) ,28- X -1949 フ 7!;ìlノ'1\竹JlIJ (F 1856) ; 

兵Jijf県宍梨市山 II[なlリ r ，コナラキ，'ì幹(シイタケ十ij水)， 17-X1 -1948，松本 (F 1062); [';]，コナ

ラ Ni'~;~'; (シイタケ仰木)， 30-\1-1949, 松本 (F 1287) ;高知県幡多郡大正Illf，カシキIIÎ_I:î~: (極

杓iW:，シイタケ jJA-木λ27- X1 -1950 ， i脱水竹WJ (F 2554, F 2575) ;愛抜県伊予郡東赤石山，

コナラ切株， 1-V-1947，片山 (F 373) ;鹿児島県肝属郡 l百代村，カシ(極不鮮〉枯立í，:， 28 

- X-1950，今関六也・温水竹則 (F 2679) ;宮崎県北諸方君lí ， ウラジロガシ枯枝， 20- 1-

1952，伊藤武夫 (F 2954); 宮崎県延岡市，イチヰガシ立枯樹幹，宗一 1 -1949，青島清雄 (F

2951); [，，1 ，シイノキ枯}~~~， 3-1 -1948，北島君三 (F255)

本菌は子実体の色，菅孔の形状，胞子の大きさ等極めて変化に宮み，各国の分類学者によっ

てその取扱いはまちまちであったがp 本菌iと関する実態が明瞭になって来たのは比較的最近の

ととである。例えば CCKSI1\'GHA l\I (1. c) によればユェージーランドに於ては木菌は彼の検討
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以前は Poria vaρoraria と戸呉市出lされていた 111 で、ある。 北国に於ても 11[î/ "J ・三橋・ r[ 'I ll (1944) 

がシイタケ刊・木の宍民iとして報汗した Poria vaρoraria (PEHS.) COOl王E (ワタグサレタケ)

或いはその刻似聞はJくの諸点から ilt者は P. versiρora であろうと，巴う。 (1).両氏の取扱った

P. vaρoraria には P. versiρora の子実Jlflこ 44三千fな先端の )J捌Lたï~i糸を図示している点で，

との-1:ßi糸は P. vaρoraria Iこはイ{-11' しない。 (2). P. versiρora の胞子は委J'jflj}l手であるが，

p , vaρoraria の胞子は腸HSJI予である。(め . P. vaρoraria はシイタケの .rt1'.木iとは生じない

が， P. v仰er何si抄ρora はシイ夕ケの+杓1甘j

本紐は我国でで、は J故武初安町 (α19引17わ)によつて日イ本￡産}凶Z岩i矧口録lに乙 z設夫i枕i出主され 6“4アナ夕ケゲ"と命名さ

tれLたが，. ~i己i!売は全くなされていない。

材質腐朽及び被害状況;本立iはカシ類樹木を主とする広葉樹に生じ，生立木の傷岐部から位

入して樹勢を弱らせるが， 1'iî死に導く場合もある。またシイタケ相白木に生じ p 材の内色朽を起

すがp 侵-ヲ?の初期lには何'木の皮部又はとれに近い部分l乙jÏ;j糸が生育するために{[;JJI立の)J~([刈とな

り，との被害も力!~祝日i来ない。 Jl主近各地で、シイタケの人工栽土庁が慌であるが，木l'tiは故も主要

な村?木の界的である。

(11) Fuscoporia Weir� (MUlm.) AωIfIl\IA ， comb. nov. 

Syn. FOIniti�oria Weirii MUH.lt. , Mycologia, 6: 94 (1914); BAX~']m.， Pap. 

Mich. Acad. Sci. , Arts, Lett. , 19: 329-331 (1931) 

了ー実体は 1 年生，広〈樹皮或いは材の友而に拡がる。!豆さは 5~10mm 程度P 木恰ET ， 1定

例色から焦茶色を呈する;縁は故初不実p 生育するに従い色=子Lを生十るぜ 不実~Jfl)は粉毛状P

"1炎校一武ri!l~" (CﾏImamon-buff) )う至“治責一昨腿色" (Sayal brown); trama は

subiculum と呉氏，木俊民で離れ易い。 j早さヨ~5mm; subiculum は繊維11"， trama と I ， ;J

様に大部分 setal hyphae (附毛状W，î糸)から構成されている。 setal hyphae の也径 5~8f.L，

i之さ 150~400 f1。菌糸には clamp-connection はイ手伝しない;台=孔は“ IIJj控武一校槌色"

(Verona brown) ノう王“J則合流一作槌色" (Warm sepia) ，ま111':171手であるが， fIJばるか迷路

状を呈する。~!{:~は比較的厚い。 1mm に 4~5 自1， 1存店する;子実肢には剛一E休が多数存在す

る。大きさ 6~8x40~60μ， 表n'iiーに i肢末111 な討hillを被むる;担子某は子実1ほから炎川し，大き

さ 6~8x25-40μ ， 1~2 1f/，j0)胞子を狙う;胞子は円形乃至類円形，無色，透明，大きさ 3.5

~4x4_5~5.5 /J.o (第 5 図)

和名 エゾノサピイロアナタケ(新称)

分布:北米・カナダ及び、日本(北海道・本州)

資料.長野県南佐久郡八ツ-Hr・，コメツガ枯倒木， 5-X -1947，今閣六F也・温水竹WJ (F 379); 

同アオモリトドマツ倒木， 15-]X -1951，青島清雄 (F 3154); 北海道空知郡十勝tfy，ヱゾマ

ツ倒木， 8--]'{ --1952，青島清雄 (F 3155 , F 3156) 
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木市は子実体の市rr織 I[q乙多数の I;{;JIJ

毛状IlM糸を有するとと， ii古品を被む「

る|制毛休を有するとと p 胞子がf!l~色

である点に大きなネ;~:11えがある。

培養上の性質.エゾ、マツの舟朽村

からう淵l した培養系統を DSt;ì薯煎汁

寒天土庁主主主上(常法)に 25 0C で土庁

主したドlJ'tは三たのおl くである。発育.

は r[ 1制度で，最初判l "E状の白色白糸

を生じ p 後次第に黄紫色に変じ，所

々に1号制色の部分が現われるが， と

の部分は次第に大きさを増す。白色

Iïi糸!í 2~5μ 程度であるが，剛毛

~f~立j糸を生じ，とれは強い茸招色の

色訓を呈する。 friJIJ毛状l~~Î糸の太さは

5~8/1 ， 1三さ 200~400 /1。ヨミ而l乙 {::'k:

古川たちさ起を所・々に千TずるJ:M{トカミあ

る。との l川:巳状菌糸は晴英国糸のiif古

別にたきな手掛りを与える。

材質腐朽性及び護害状況.木商に

伐されたヱゾ、マツ及び、シラペの心、材

は故初淡赤色に変じ p 月i-ititi初期変色

の徴慨を示すが，傍朽が柏々迩むと

, . 
.・. . 

() 

00 
0 

砂一一-t

5"1'-

第 5 図 Fusco戸oria Weirii (Mmw,.) AORHmA の

剛毛体 (A， B) ，担子基(C) :，及び胞子 (D)

Setae, basidia and basidiospores ()f Fuscoporia TVeirii 
(Murw,.) A' 附IlDrA

小さな孔がij士在して所々に生十、る。との孔はマツノネクチタケ或いはトウヒノカワラタケ等の

ほf朽村に見られるものよりも小さく，ー!ほ散在してむり，亦孔の r[l に，'，0.繊維状物を~[=.やるとと

もない。}/;~、fイーラが更に進むと小孔の数を次第10符L.，年輸が一つ一つ容易に訴iJh，的状吋朽の特

徴を示すようになり， 材は「巨白~r色に変すやτ る。P桧偽悶手丸苛jf全朽が史に進み末l則U別Hに亡近サ十;: <と材材"1はまマ水F易に薄く余刻刺!リuれ〆'L

1采~)Iリ牧i肱火な績古維i住t~伏とな iりし)ん，惰朽j材イ寸今の内?叩1叩官にチヨコレート色の菌糸のゆるくからまった部分Iが所々に

/1'，現ずる。との性'ttlま寒地tf:ilf'架|封の 11~株1f1i[;'j守朽菌の他の柿tJ1の場合には全く~.!.られない。吋

朽の初期Jから衣iリlに至る材にはほ々県補色の市111 いすiF械を生やるが，とれは本l~ìltî糸のtf:cf殊な中n

$r~から成立っている。

本jïîは J弘子ず'J WETII や Mmw，nl， (1914) によって北米の.!t'l'r-I í Idaho 及び Washington け|

に於て western red cedar (Thuja ρlicata) の重要な根株吉町苛朽菌として ìì:: 目されたが，
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共後，アメリカの東守líìえび凶??附f州にも主ブミな被害がるに Thuja occidentalis の被害も 174

められた。。カナダに於ては lrぷ丘の;問査で、本ü;îが主同5樹林全域に亘って被件をjE しくしている

ととが'['JjJIけしたが， MOUSCE, B:E1:及び NOJ;LES (1940) は Douglas fir (Pseudotsuga 

taxifolia) の幼i治林が Vancouver ，I，'Jで強力な根株部開朽rÏ;îに f去されているのを見111 した

がp 本的による被害で、あるととが帥められ， BuCJ日王-CJ~λ討抽D (1叩94必6) は 1英ι官慣1 Columbia の western

red cedar (の乃森林の，心己心、J村村イ寸，{弘仰i守f朽の fi司判1品川刊)，日I~司\j杢で

Bl閃JCl叫ζ(LμAλt山Nl加d什ω]) (口19但47わ)は本I白Z百iによる Do肌u広凶g叫las fir の」紋λ株部1惚恕朽の状況を 1，川1寸d 一」林ヰ本;分内で 10 (r1~ Il\H乙

瓦って ~iJiJ杢したがp 被押木のJ，f;J耐の林水ぇ IIfr1次伝染し， ji主初の年の被拝は 5% (立一利寸前)の

ものが年々被告:を噌刈l し， 10 (r l三後lこは 60% 以卜.の被守が見られた。 Bl:CIU心司、 Fo問、ER 及

び、 NO Il.DIX (1949) は英悦 Colmnbia の western hemlock (Tsuga heteroρhylla) と fir

(Abies amabilis) が本的により相当の被害を交けていると報告している。別に Sitka spruce 

(Picea sitchensis) と western yellow pine (Pinus ρonderosa) の被符も }:II られた。

本}J\îは根から位入し，漸次 I二六[\に 'J1;'!j朽を及 l'fすが，術朽が地上から主主む自さはまちまちで，

11':)いもので 10m であるが，わやか 1、2m 1:立の場合も)延々見受ける。 府pj;6治が:;ほ壬とんど一 l卜1-.二J

に t匙li住ßんでで、しい、ないものでで、も!風匝担孔、l\倒の似凶 lに亡なる J叫叫イ?刊カがt多いがF とれらの風倒木を見ると時朽が11~の

一方山から入 t) ，との根の部分ーが{よH1主{'(!)に向って比較的過度に腐ってむり，との時朽古:1\で樹木

が折れる l~/)合もある。腐朽のよ[::i!却1'0illiんだ樹木のJ財村山土泊常r[ t央:が空洞となっているが，と

のようち:被守*は惚朽が沼材にまで及んでいるのが常である。

図版説明

図版 I

(1)• 2) Poria versipora (PE凶.) R川[ELL (アナタケ)の子実体(実物大)

(3) Poria rixosa KAltS'J'. (ツガノニグイロアナタケ)の子実体(実物大)
1'1) Poria lenis (K¥IlS'J'.) SλCC. (ヒダアナタケ)の子笑休(実物大)

(5) Poria radula (PERS.) COOICE (ノ\〆イロアナタケ)の子実体(実物大)

図版 JI
(1) コメツガの皮Ti\)に発生した Fuscoρoria TVeirii (MUlm.) AORlTJl\IA , c�b. nov. (エヅノサ

ビイロアナタケ)の子実体(実物j大)

(2) エヅノサピイロアナタケによるゴメツガの腐朽材(実物大)

(3) エヅノサピイロアナタケによるアオモリトドマ γ の心材!肉朽 (x 1/5) 
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In this paper the writer reported five species of wood-rotting Poria, one of 
which has hitherto been incompletely known and other four species have not 
been r白ported in J apan up to the present. 

(1) Poria lenis (KAH.8'l'.) SACC. was found on the prostrate wood of Picea 
hondoensis in the high mountain forest regions in Honshu. This species causes a 
brown rot of the affected tree~. It belongs to the relatively rare species of Poria 
in our country and can easily be separated fro立1 other Porias by its soft textures 
and lunate spores. 

(2) Poria radula (PlW.8.) CoりKE was collected on the wood of broad-leaved 
trees in Honshu. The decay damage caused by this fungus is not recognizable 
in Japan. This species is separated from Poria euρora by its larger cystidia 
and from Poria rixosαby its spore size. 

(3) Poria rixosa KAHS'l'. was found on the bark of Tsuga diversifolia 
which was heavily destroyed. by other wood-rotting species at Mt. Fuji. The 
associate rot by the preeent fungus is white, but it does not seem to attack the 
sounc1 wood so quick ly. 

(4) Poria versipora (PEI~.s.) Rü~[EL ]， is widely found in every districts of 
Japan. I11 our country this specis was firstly enumurated by A. Y品目は but he 
did not give the description nor host. Later, several mycologists and forestｭ
pathologists in J apan mü，Heferr百1 this species to Poria vaρoraria. P. versiρora 
causes a white rot of various broad-leavec1 trees , especially evergreen and deciｭ
duous oaks in our country. The bed-logs for the cultivation of Shiitake-mushroom 
(Cortinellus edodes) are seriously damaged by this fungus from the northern to 
the southern parts of J apan. 

(5) Fuscoporia Weirii (MFlm.) AOSlfI l\[A, comb. nov. is found in the subalｭ
pine forei;ts of Hom:hu and in the primeval forest of Midd.le Hokkaido. In Honｭ
shu, it is found. that this species causes a root and butt-rot of Tsugα diversifolia 
and Abies Marieszi , and in Hokkaido Piceα jezoensis is attacked. The earlier 
stage of c1.ecay of the heart wood of Picea jezoensis shows pinkish coloration. 
Later. small ~cattered pockets are produced. But in this pocket any white 
fibrous materials do not show them[elves as in the case of Fomitoρsis annosa 
anc1 Omzia tryqueter. Further observations may enlarge the c1istribution and host 
range towards the north. This species is easily separated from other Fuscoporias 
by its incrustec1 setae founc1 both in the fruiting-boc1y and in the mycelia culturec1 
on the agar mec1ia. 

Explanation of Plates 

Plate J 

(1) -(2). Fruiting.bo:1y of Poria versiρora (PEn.s.) Rmmr,J, (nat. size) 
(3). Fruiting.body of Poria rixosa 1王AHS'l'. (nat. size) 
(4). Fruiting.body of Poria lenis (KAUS'J'.) SACC. (nat. size) 
(5). Fruiting.body of Poria radula (PElis.) COOKE (nat. size) 

Plate 11 
(1). Fruiting-body of Fuscojうoria Weirii (MUHR..) AosHnrA , comb. nov. grown on the bark 

of Tsuga diversifolia (nat. size) 
(2) . Decayed wood of Tsuga diversij 01 ia att旦cked by Fuscoβoria Weirii (nat. size) 
(3). Heart.rot of Abies Mariesii attac:ced by Fuscoρoria Weirii (X1/5) 
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Plate I 
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Plate H 


